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令
和
6（
2
0
2
4
）年
度 

レ
ポ
ー
ト

◇
企
画
展

春
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
薔
薇
―
明
日
へ
の
眼
差
し
―
」

会
期
：
2
月
27
日
～
5
月
26
日

中
川
一
政
は
生
涯
に
8
0
0
点
以
上
の
〈
薔
薇
〉
作

品
を
描
い
て
い
ま
す
が
、
一
政
自
身
「
一
つ
と
し
て
同

じ
薔
薇
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
随
筆
に
は
「
画え

か
き
の
勉
強
と
は
自
分
が
日
々
新
し
く
記
録
を
つ
く
っ

て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明

日
と
何
ら
か
の
意
味
で
前
進
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。」

（「
孤
独
」『
見
え
な
い
世
界
』
1
9
5
4
年 

筑
摩
書
房
）
と
も

記
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
1
月
1
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
能
登

地
方
を
中
心
に
多
く
の
人
々
や
家
屋
な
ど
が
被
災
し
ま

し
た
が
、
一
政
も
ま
た
関
東
大
震
災
や
戦
争
を
経
験
し

た
一
人
で
す
。
作
品
な
ど
が
焼
け
た
り
、
充
分
な
画
材

の
入
手
が
困
難
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
常
に
明
日

を
見
つ
め
、
一
歩
一
歩
確
か
な
歩
み
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
」
の
気
概

で
新
た
な
作
品
を
生
み
出
し
続
け
、
生
涯
を
現
役
で
全

う
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
政
の
姿
勢
を
薔
薇
作
品
や

言
葉
を
と
お
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の

避
難
所
か
ら
幾
度
も

足
を
運
ぶ
来
場
者
も

あ
り
、
一
政
の
生
き

様
が
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
勇
気
や
力

を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

夏
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
向
日
葵
―
フ
ォ
ル
ム
と
ム
ー
ヴ
マ
ン
―
」

会
期
：
5
月
28
日
～
9
月
1
日

中
川
一
政
が
制
作
に
お
い
て
生
涯
大
切
に
し
て
い
た

も
の
に「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」が
あ
り
ま
す
。「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」

（
仏
：M

ouvem
ent

）
は
、
美
術
用
語
で
動
き
を
感
じ
さ

せ
る
表
現
の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
一
政
に
と
っ
て
は

も
う
一
つ
大
き
な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

「
ム
ー
ヴ
マ
ン
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
感
動
の
事
で
あ

る
。
そ
の
感
動
を
ど
う
と
か
生
か
し
て
画
面
に
入
れ
よ

う
、無
理
で
な
し
に
生
か
し
た
ま
ま
入
れ
よ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
フ
ォ
ル
ム
で
あ
る
。」

�

（
歌
集
『
雨
過
天
晴
』
後
記
、
1
9
7
9
年 

求
龍
堂
）

右
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
一
政
に
と
っ
て
の
ム
ー

ヴ
マ
ン
は
「
感
動
」
を
も
意
味
し
ま
す
。
ム
ー
ヴ
マ
ン

（
感
動
）
が
一
政
の
筆
を
突
き
動
か
す
と
き
、
そ
こ
に
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
（
変
形
、
誇
張
）
が
生
ま
れ
、
そ
の
デ

フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
が
画
面
全
体
に
ム
ー
ヴ
マ
ン
（
動
き
）

を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
躍
動
感
を
生
か
し
た

ま
ま
画
面
を
ま
と
め
上
げ
る
の
が
、
フ
ォ
ル
ム
（
仏
：

Form
e

）「
形
」
で
す
。
フ
ォ
ル
ム
と
ム
ー
ヴ
マ
ン
の
せ

め
ぎ
合
い
が
、
い
き
い
き
と
し
た
画え

を
生
み
出
し
て
い

る
と
言
え
る
の
で
す
。

本
展
で
は
、
一
政

が
夏
に
精
力
的
に
描

い
た
「
向
日
葵
」
作

品
を
中
心
に
展
観

し
、
そ
の
中
に
あ
る

「
ム
ー
ヴ
マ
ン
」
を

紹
介
し
ま
し
た
。

秋
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政 

書
と
陶
芸
の
世
界

�

―
画
家
の
余
技
を
超
え
て
―
」

会
期
：
9
月
7
日
～
11
月
24
日

1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
10
月
、
中
川
一
政
は
自
身

初
と
な
る
書
の
展
覧
会「
中
川
一
政
書
展
」（
銀
座
松
屋
）

を
開
催
、
74
歳
の
こ
と
で
し
た
。
同
月
行
っ
た
講
演
会

で
一
政
は
「
今
度
書
を
書
き
出
し
た
が
、
自
分
で
は
余

技
だ
と
は
思
わ
な
い
」「
画え

と
同
じ
気
持
ち
で
書
い
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
画え

で
も
書
道
で
も
（
中
略
）

一
度
素
人
に
戻
り
出
発
し
な
け
れ
ば
発
展
性
が
な
い
」

と
も
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
彼
の
書
が
画

家
の
余
技
で
は
な
く
全
力
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
彼
が
人
に
習
っ
た
技
術
で
は
な
く
、
自
分
の
方
法
を

模
索
し
制
作
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
自
身
の
書
画
に
押
す
「
陶
印
」
作
り
か
ら
派
生

す
る
か
た
ち
で
手
掛
け
た
陶
芸
は
、
皿
や
茶
碗
に
始
ま

り
、水
指
、花
入
、茶
入
な
ど
茶
道
具
に
及
び
ま
す
。ま
た
、

絵
皿
や
「
陶
板
」
に
は
大
胆
に
描
か
れ
た
絵
や
文
字
が
踊

り
、
書
画
同
源
の
境
地
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
い
ず

れ
も
80
歳
代
か
ら
90
歳
代
に
か
け
て
の
仕
事
で
す
。

本
展
で
は
、
中
川
一
政
が
円
熟
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て

画え

と
同
様
に
独
学
で
切
り
拓
き
、
精
力
的
に
取
り
組
ん

だ
書
と
陶
芸
を
絵
画
と
併
せ
て

展
観
し
、
詩
書
画
一
致
、
融
通

無
碍
の
世
界
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
薔
薇
」
1
9
8
9
年

「
向
日
葵
」
1
9
7
5
年

上：�「僧敲月下門」1981年
下：�陶板「われはでくなり」�
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冬
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
眼
　
愛
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

併
設
「
わ
た
し
の
イ
チ
推
し
作
品
展
」

会
期
：
11
月
26
日
〜
令
和
7
年
3
月
2
日

生
涯
を
通
じ
て
独
学
で
あ
っ
た
中
川
一
政
で
す
が
、

古
今
東
西
の
芸
術
に
学
び
、
自
身
の
眼
を
養
い
ま
し

た
。
そ
の
眼
に
適
っ
た
一
政
の
美
術
工
芸
品
等
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
は
、
俑よ
う

や
仏
像
、
壺
や
硯す
ず
り、
ま
た
墨
蹟
や

絵
画
な
ど
が
あ
り
、
ま
さ
に
洋
の
東
西
や
時
代
を
問
わ

な
い
品
々
で
す
。

と
り
わ
け
一
政
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
は
禅
僧
の
書

「
墨
蹟
」
で
す
。
彼
は
、
墨
蹟
の
中
に
宿
る
精
神
性
に
心

打
た
れ
、
自
身
の
書
の
制
作
に
向
か
う
糧
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
製
の
「
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
」
も
好
み
、

こ
れ
は
度
々
画え

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
一
政
が
蒐し
ゅ
う集
し
愛
蔵
し
、
そ
し
て
愛
用

し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
公
開
し
、
そ
の
審
美
眼

に
触
れ
る
一
助
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
展
に
併
設
し
て
「
来
館
者
が
選
ん
だ

イ
チ
推
し
作
品
展
」
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

2
0
2
0
年
以
降
の
来
館
者
が
選
ん
だ
「
推
し
作
品
」

を
集
計
し
、
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
作
品
を
中
心

に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。「
鯛
・
大
器
晩
成
」（
左
図
版
）

や
「
薔
薇
」（
表
紙
図
版
）
な
ど
、

人
気
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等

講
座「
中
川
一
政
文
集
を
読
む
―『
中
川
一
政
文
選
』⑥
―
」

開
催
日
：
6
月
15
日
、
8
月
17
日
、
10
月
19
日
、

12
月
21
日
、
令
和
7
年
2
月
15
日　

全
5
回

中
川
一
政
の
著
作
を
と
お
し
て
彼
の
思
想
や
生
き
様

に
迫
る
文
集
通
読
会
で
す
。
今
年
度
は
テ
キ
ス
ト
『
中

川
一
政
文
選
』（
1
9
8
3
年
筑
摩
書
房
）
か
ら
第
3
章

「
ひ
と
」
と
第
4
章
「
画
と
書
」
を
読
み
、
一
政
の
仲
間

た
ち
へ
の
眼
差
し
や
、
戦
後
を
生
き
る
画
家
と
し
て
の

決
意
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
今
月
の
歌
」
と

題
し
て
歌
集
『
雨
過
天
晴
』（
1
9
7
9
年
求
龍
堂
）
か
ら

数
首
を
取
り
上
げ
鑑
賞
し
ま
し
た
。（
参
加
者
：
の
べ
46
名
）

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
を
描
い
て
み
よ
う
」

開
催
日
：
7
月
28
日

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
油
絵
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
展
示
室
で
作
品
鑑
賞
の
後
、
市
民
工
房
う
る
わ

し
に
て
絵
を
実
作
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
薔
薇
や

向
日
葵
、
マ
ジ
ョ
リ
カ
壺
や
果
物
と
い
っ
た
中
川
一
政

が
好
ん
で
描
い
た
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
思
い
思
い
に
制

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
参
加
者
：
12
名
）

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

開
催
日
：
10
月
20
日
・
21
日

乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
家

族
を
対
象
と
す
る
鑑
賞
会
で
は
、
冨
田
め
ぐ
み
さ
ん

（
N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会

代
表
理
事
）
を
講
師
に
迎
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
提
供
。
今
回
は「
書
」

を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
た
展
覧
会
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

書
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
政
書
の
原
寸
大
の
プ

リ
ン
ト
の
上
で
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
筆
を
動
か
し
た

り
、
な
ぞ
っ
た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
、
展
示
室
で
は

薔
薇
作
品
を
観
て
「
ク
ル
ク
ル
〜
」
と
踊
り
だ
す
子
供

に
合
わ
せ
て
、
親
子
一
緒
に
ダ
ン
ス
す
る
シ
ー
ン
な
ど

も
。
0
歳
2
か
月
か
ら
小
学
1
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち

と
、
そ
の
家
族
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年
齢
に
応
じ

て
楽
し
む
鑑
賞
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
鑑
賞
会
に
合
わ
せ
て
、
市
内
の
か
わ
ち

こ
ど
も
園
か
ら
2
歳
児
ク
ラ
ス
が
来
館
し
、
講
師
の
案

内
で
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。（
参
加
者
：
13
組
35
名
、
こ

ど
も
園
9
名
）

上：�「大燈国師墨蹟」�14世紀
( 中川一政コレクション）

下：�「鯛・大器晩成」1977年
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中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

開
催
日
：
献
花
台
設
置

令
和
7
年
2
月

　
　
　
　
5
日
〜
14
日

美
術
館
句
会

〜
俳
人
・
大
高
翔
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
〜
（
8
日
）

俳
人
・
大
高
翔
さ
ん
（「
藍

花
」
副
主
宰
）
を
講
師
に
俳

句
会
を
開
催
。
館
内
の
中

川
一
政
作
品
や
愛
蔵
品
な

ど
か
ら
着
想
し
て
詠
ん
だ

俳
句
を
互
い
に
選
句
、
発
表

し
、
大
高
さ
ん
が
講
評
を
行

い
ま
し
た
。

画
の
前
に
立
ち
、
画
の
中

に
入
り
、
あ
る
い
は
一
政
の

気
持
ち
に
な
る
な
ど
、
様
々

な
視
点
や
発
見
か
ら
佳
句
が
生
ま
れ
ま
し
た
。（
参
加

者
：
15
名
）

【
高
得
点
句
　
三
句
】

迫
り
来
る
春
の
鼓
動
の
駒
ヶ
岳
　
　
　
　
　
春
美

紅
椿
老
い
て
益
々
型
破
り
　
　
　
　
　
　
　
遊
歩

一
政
の
脈
打
つ
「
阿
吽
」
雪
二
月
　
　
　
　
久
美
子

マ
ジ
ョ
リ
カ
に
ど
の
向
日
葵
も
首
つ
よ
し     

翔

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
（
14
日
）

中
川
一
政
の
誕
生
日
当
夜
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
富
田
祥
さ

ん
（
チ
ェ
ロ
）
と
加
藤
純
子
さ

ん
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）
を
迎
え
て
開

催
し
ま
し
た
。
一
政
が
愛
し
た

バ
ッ
ハ
を
中
心
に
、
ボ
ッ
ケ

リ
ー
ニ
や
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
を

交
え
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
届

け
し
ま
し
た
。（
来
場
者
：
54
名
）

◇
学
校
等
連
携
事
業

対
話
型
鑑
賞
受
け
入
れ

市
立
松
任
小
学
校
　
　
6
年
生
1
1
3
名

5
月
9
・
10
日

市
立
北
陽
小
学
校
　
　
2
年
生
68
名

11
月
15
日

は
く
さ
ん
ひ
か
り
園
　
5
歳
児
23
名

11
月
20
日

認
定
こ
ど
も
園
恵
愛
　
4
歳
児
40
名

2
月
5
日

キ
ャ
リ
ア
教
育
「
職
場
体
験
」
受
け
入
れ

市
立
北
辰
中
学
校
　
　
2
年
2
名

7
月
2
・
3
日

鑑
賞
授
業
受
け
入
れ

金
城
大
学
短
期
大
学
部
美
術
学
科
　
　
62
名

5
月
23
日

研
修
受
け
入
れ

市
学
校
教
育
研
究
会
図
工
美
術
部
会
　
24
名

6
月
5
日

◇
新
収
蔵
資
料（

令
和
6
年
3
月
〜
令
和
7
年
2
月
収
蔵
分
）

〈
中
川
一
政
関
係
資
料
〉

中
川
一
政
誕
生
会
関
連
資
料
一
式
（
羽
佐
間
道
夫
氏
寄
贈
）

中
川
一
政
陶
額
「
素
描
枝
豆
絵
」
ほ
か
1
点
（
匿
名
寄
贈
）

〈
図
書
資
料
〉

『
東
京
美
術
倶
楽
部
創
立
百
周
年
記
念
大
い
な
る
遺
産
美

の
伝
統
』
2
0
0
6
年
東
京
美
術
倶
楽
部
　
ほ
か
計
3
点

（
中
川
達
郎
氏
寄
贈
）

『
現
代
日
本
の
美
術
第
12
巻
児
島
善
三
郎
・
中
川
一
政
』

1
9
7
7
年
集
英
社
（
羽
佐
間
道
夫
氏
寄
贈
）

以
上
、
寄
贈
に
つ
き
ま
し
て
、
右
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

『
音
楽
第
4
巻
第
4
号
（
大
正
2
年
4
月
号
）』

1
9
1
3
年
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
／
一
政
詩「
牧

の
牛
と
蝙
蝠
の
歌
」
収
録

（
購
入
）

『
旅
順
戰
抄
』

池
田
信
治
著
・
中
川
一
政

装
丁
1
9
4
0
年
関
東
州

戦
蹟
保
存
会
（
購
入
／
図
版
↓
）

◇
連
携
企
画

ス
ギ
ナ
ミ
・
ウ
ェ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
公
開
中

ス
ギ
ナ
ミ
・
ウ
ェ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
杉
並
区
文
化
・
交
流
課
と
N
P
O
法

人
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
の
協
働
事
業
「
す
ぎ
な
み
戦
略
的

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
運
営
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
美
術
館
で
す
。

こ
こ
に
「
杉
並
の
芸
術
家
展
」
と

し
て
「
中
川
一
政
の
世
界
」
が
常

時
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
川
県
立
図
書
館
企
画
展

「
本
の
装
丁
　
棟
方
志
功
と
同
時
代
の
芸
術
家
た
ち
」

令
和
6
年
2
月
1
日
〜
6
月
2
日

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
画
家
や
工
芸
作
家
ら
が

手
掛
け
た
装
丁
本
を
展
観
す

る
企
画
展
に
、
地
元
ゆ
か
り

の
芸
術
家
と
し
て
中
川
一
政
の

装
丁
本
14
点
と
装
丁
原
画
2

点
を
出
品
。
向
田
邦
子
『
あ
・

う
ん
』
な
ど
を
と
お
し
て
、

幅
広
い
創
作
に
携
わ
っ
た
一
政

の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
計
画

前
号
（
第
32
号
、
2
0
2
4
年
3
月
号
、
5
頁
）
で
お
知
ら

せ
し
た
当
館
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
6
年
5
月
に
基

本
設
計
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
実
施
計
画
を
経
て
改
修

工
事
に
進
む
予
定
で
し
た
が
、
市
の
ほ
か
の
事
業
と
の
調
整
に

よ
り
、
改
修
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
見
直
さ
れ
、
数
年
後
ろ

倒
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
7
年
度
及
び
8
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
通

常
ど
お
り
開
館
し
、
テ
ー
マ
展
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
皆

様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

写真提供：石川県立図書館
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市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業

第
30
回
中
川
一
政
記
念

�

絵
画
公
募
展

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な

感
性
の
育
成
に
資
す
る
た
め
、
県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

毎
年
、
絵
画
公
募
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
全
て
の
応
募
作
品

が
展
示
さ
れ
る
県
下
有
数
の
公
募
展
で
あ
り
、
過
去
の
上
位
入

賞
作
品
は
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
平
成
7（
1
9
9
5
）年
に
始
ま
り
、
長
く「
花
を

描
こ
う
絵
画
展
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

第
30
回
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ
り
自
由
な
テ
ー
マ
で

取
り
組
め
る
よ
う「
中
川
一
政
記
念
絵
画
公
募
展
」と
改
称
し
、

募
集
期
間
を
拡
大
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

会
期
：
令
和
7
年
1
月
16
日
～
26
日

会
場
：
市
民
工
房
う
る
わ
し

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
石
川
県
内
の
小
・

中
学
校
60
校
か
ら
7
9
2
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
さ
れ

た
全
て
の
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
第
30
回
の
記
念
と
し

て「
歴
代
優
秀
作
品
展
」を
併
設
し
、
当
館
に
収
蔵
す
る
第
9

回
展（
平
成
15
年
度
）以
降
の
上
位
入
賞
作
品
98
点
を
一
堂
に

公
開
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
1
月
18
日
に
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、

受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
※
学
年
は
当
時
、
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

白
山
市
立
松
任
小
学
校
3
年　
　

谷
下　

華
美

小
学
生
高
学
年
の
部

金
沢
市
立
大
浦
小
学
校
4
年　
　

井
村　

芽
咲

中
学
生
の
部

白
山
市
立
鶴
来
中
学
校
1
年　
　

南
部　

結
菜

　
▽
テ
ー
マ
賞�

花
の
画
賞

白
山
市
立
北
星
中
学
校
3
年　
　

山
本　

千
愛

動
物
の
画
賞

金
沢
大
学
附
属
小
学
校
5
年　
　

大
慈
彌　

律

▽
特
別
賞

白
山
市
長
賞

内
灘
町
立
内
灘
中
学
校
2
年　
　

矢
花　

羽
子

白
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

能
美
市
立
浜
小
学
校
6
年　
　
　

杉
森　

緒
美

▽
優
秀
校

白
山
市
立
松
任
小
学
校

白
山
市
立
石
川
小
学
校

白
山
市
立
美
川
小
学
校

白
山
市
立
鳥
越
小
学
校

金
沢
市
立
大
浦
小
学
校

白
山
市
立
松
任
中
学
校

白
山
市
立
北
星
中
学
校

上から、�第 1回展（美術館別館）平成7年�
第 10回展（市民交流センター）平成16年�
第 20回展（市民工房うるわし）平成26年

第 30回展（市民工房うるわし）
上段：受賞作品コーナー
下段：歴代優秀作品展コーナー

表彰式（松任学習センター）
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▽
優
秀
賞

白
山
市
立
松
任
小
学
校
1
年�

宇
都
宮
志
帆

白
山
市
立
松
任
小
学
校
1
年�

た
な
か
が
く
と

白
山
市
立
蝶
屋
小
学
校
1
年�

中　
　

祐
人

北
陸
学
院
小
学
校
1
年�

谷　
　

桜
輔

加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
2
年�

大
池　

櫂
正

白
山
市
立
鳥
越
小
学
校
6
年�

嶺
出　

稀
子

加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
6
年�

大
池　

優
心

白
山
市
立
松
任
中
学
校
1
年�

竹
内　

彩
乃

金
沢
市
立
泉
中
学
校
1
年�

香
月　

苺
果

白
山
市
立
北
星
中
学
校
2
年�

坂
井　

桃
彩

金
沢
市
立
高
岡
中
学
校
2
年�
川
田　

芽
育

白
山
市
立
松
任
中
学
校
3
年�
平
田　

想
代

▽
奨
励
賞

小
学
生　
小
柳
陽
愛
莉
／
や
ち
け
い
た
／
西
村

珀
飛
／
坂
下
悠
理
／
大
久
保
舞
香
／
木
場
郁

馬
／
田
村
依
愛（
以
上
1
年
）／
河
上
希
紀
／

中
谷
美
月
／
金
田
來
工（
以
上
2
年
）／
上
原

奈
那
子
／
大
田
つ
づ
み
／
谷
内
咲
空（
以
上
3

年
）／
中
野
楓
／
北
川
行
奈
／
岡
本
愛
津
季
／

永
野
桜
香
／
川
端
文
乃
／
池
田
紗
由
稀
／
若
杉

竣
介
／
金
田
一
束（
以
上
4
年
）／
谷
口
聖
佳

／
村
田
理
紘
／
福
浦
敦
広
／
山
瀬
優
詠
／
山
下

航（
以
上
5
年
）

中
学
生　
坂
井
穂
乃
果
／
佐
野
千
陽
／
髙
橋
明

日
香
／
多
田
彩
世
／
田
中
美
優
／
吉
野
希
琳
／

廣
岡
芽
俐
／
佐
伯
彩
名
／
古
川
夏
芽
／
岩
田
京

聖（
以
上
1
年
）／
北
川
志
麻
／
北
村
茜
／
榎

戸
里
亜
／
矢
木
里
奈
／
小
堀
智
花
／
米
森
愼
之

助
／
水
上
こ
は
る（
以
上
2
年
）／
山
内
咲
弥

／
髙
橋
和
芭
／
尾
橋
史
菜（
以
上
3
年
）

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

▼
上
位
入
賞
作
品
を
、
制
作
時
の
想
い
等
を

綴
っ
た
作
文
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
　
小
学
生
低
学
年
の
部

「
八
ツ
矢
獅
子
舞
奉
納
」

松
任
小
学
校
3
年　

谷
下　

華
美

　

わ
た
し
は
一
年
生
の
と

き
に
町
内
の
し
し
ま
い
の

ぼ
う
ふ
り
を
始
め
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
わ
た
し
の
町
内
の
し
し
ま
い
の
カ
ッ
コ
い
い

と
こ
ろ
を
色
い
ろ
な
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
こ
の
絵
を
か
き
ま
し
た
。

　

か
い
て
み
て
む
ず
か
し
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、

し
し
の
つ
よ
そ
う
な
顔
や
ふ
う
け
い
の
バ
ラ
ン

ス
、
木
や
じ
ゃ
り
、
お
み
こ
し
の
か
き
か
た
で

す
。
工
ふ
う
し
た
と
こ
ろ
は
、
シ
ャ
ン
ガ
ン
の

毛
な
み
を
三
色
使
っ
て
一
本
一
本
か
い
た
り
、

じ
ゃ
り
の
デ
コ
ボ
コ
し
た
と
こ
ろ
は
か
げ
を
こ

い
色
で
か
い
て
、
ふ
で
先
で
一
つ
ぶ
ず
つ
ち
ょ

ん
ち
ょ
ん
と
か
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
し
の
周

り
に
な
ら
ぶ
人
た
ち
の
顔
も
や
さ
し
く
な
ら
な

い
様
に
工
ふ
う
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
絵
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら

え
て
、
八
ツ
矢
の
し
し
ま
い
を
知
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
で
す
。
が
ん
ば
っ
て
か
い
た
絵
が

し
ょ
う
を
と
れ
て
、
も
っ
と
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
わ
た
し
の
好
き
な
物
や
が
ん
ば
っ

て
い
る
こ
と
の
絵
を
い
っ
ぱ
い
か
き
た
い
で

す
。

最
優
秀
賞
　
小
学
生
高
学
年
の
部
　

「
花
」

大
浦
小
学
校
4
年　

井
村　

芽
咲

　

花
が
テ
ー
マ
と
聞
い

て
、
私
は
、
真
っ
先
に
コ

ス
モ
ス
の
花
を
お
も
い
つ

き
ま
し
た
。

　

以
前
、
国
語
の
授
業
で
コ
ス
モ
ス
の
チ
ラ
シ

を
、
教
材
と
し
て
使
っ
た
事
を
お
も
い
だ
し
た

か
ら
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
コ
ス
モ
ス
の
よ
う
な
花
を
、
私

な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
書
き
ま
し
た
。

　

色
は
花
の
高
さ
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ
た

濃
さ
の
む
ら
さ
き
色
を
ぬ
り
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
色
を
使
い
た
い
な
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
青
や
赤
や
緑
、
そ
し
て
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
す
る
た
め
に
上
か
ら
少
量
の
水
を
た

ら
し
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

　

背
景
は
花
が
ひ
き
た
つ
よ
う
な
色
と
し
て
、

水
色
な
ど
の
う
す
い
色
か
、
黄
色
の
よ
う
な
照

明
に
似
た
役
割
を
も
つ
色
か
、
ま
よ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
水
色
は
花
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
い
れ
た
青
と
似
て
い
る
の
で
、
黄
色
に
し
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
考
え
て
、
か
い
た
絵
な
の
で
、
賞

を
も
ら
え
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
中
学
生
の
部

「
自
身
を
清
め
る
」

鶴
来
中
学
校
1
年　

南
部　

結
菜

　

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
き
驚
き
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

今
回
こ
の
作
品
を
描
い
た
理
由
は
、
生
ま
れ

た
と
き
か
ら
近
く
に
あ
り
、
い
つ
も
自
分
の
こ

と
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
た

か
ら
で
す
。

　

描
い
て
い
て
難
し
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
水
が

た
ま
っ
て
い
る
部
分
の
色
使
い
で
す
。
写
真
を

何
度
も
撮
り
に
行
っ
て
、
で
き
る
だ
け
本
物
を

再
現
で
き
る
よ
う
、
よ
く
観
察
し
て
描
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
作
品
に
あ
っ
た
題
名
を
考
え

る
の
が
難
し
く
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
し
て

様
々
な
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「八ツ矢獅子舞奉納」

「花」

「自身を清める」
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テ
ー
マ
賞
　
花
の
画
賞

「
希
望
の
華
」北

星
中
学
校
3
年　

山
本　

千
愛

　

今
回
の
作
品
は
、
能
登

半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
手
向
け
る
花
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
書
き
ま
し

た
。

　

ガ
ー
ベ
ラ
と
い
う
花
に
し
た
理
由
は
、
私
が

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で

い
た
時
、
は
じ
め
に
考
え
た
こ
と
が
、
誰
か
を

勇
気
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
つ
く
る
こ
と

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
今
回
の
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
帰
る
所
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
道
端
で
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
時
に

元
気
が
で
る
よ
う
な
生
命
力
の
あ
る
花
が
い
い

と
思
い
、
ガ
ー
ベ
ラ
に
決
め
ま
し
た
。
ガ
ー
ベ

ラ
全
体
の
花
言
葉
は「
希
望
」で
す
が
、
ガ
ー

ベ
ラ
は
色
に
よ
っ
て
花
言
葉
が
違
い
ま
す
。
そ

こ
に
注
目
し
、
い
ろ
ん
な
色
の
ガ
ー
ベ
ラ
を
書

く
こ
と
で
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
時
の
人
々

の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
全
て
、
希
望
や
明
る
い

未
来
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
ま
し
た
。
ガ
ー
ベ
ラ
は
花
び
ら
一
枚

が
細
か
い
た
め
丁
寧
に
書
く
こ
と
に
と
て
も
苦

戦
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
完
成
し
た
時
の
達
成

感
や
う
れ
し
さ
は
今
で
も
し
っ
か
り
覚
え
て
い

ま
す
。
こ
の
作
品
を
描
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

テ
ー
マ
賞
　
動
物
の
画
賞

「
闇
中
の
宝
石
」

金
沢
大
学
附
属
小
学
校
5
年　

大
慈
彌　

律

　

私
の
家
で
は
長
い
間
、

金
魚
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

優
雅
に
泳
ぐ
そ
の
姿
は
、

い
つ
も
私
と
家
族
の
心
を

癒
し
て
く
れ
ま
す
。
個
体
に
よ
り
性
格
の
違
う

金
魚
達
は
、
可
愛
く
て
面
白
く
、
大
好
き
で
大

切
な
家
族
で
す
。

　

私
は
今
回
、
金
魚
の
優
雅
さ
、
美
し
さ
を
最

大
限
に
表
現
し
た
作
品
を
描
く
事
を
目
標
に
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
画
面
一
杯
に
金
魚
を
泳
が
せ
る
事

で
、
人
間
か
ら
見
た
ら
小
さ
な
金
魚
の
、
生
命

の
力
強
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
か
ら

の
ア
ン
グ
ル
を
採
用
す
る
事
で
、
金
魚
の
尾お

鰭び
れ

の
流
れ
を
大
き
く
描
き
、
優
雅
さ
を
表
現
し
ま

し
た
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
水
の
動
き
も
表
現
し

た
く
て
、
尾お

鰭び
れ

の
一
部
を
巻
い
た
と
こ
ろ
を
描

く
の
が
、
少
し
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
赤
白
系
の
お
色
の
金
魚
は
、
背
景
が

黒
で
こ
そ
、
宝
石
の
よ
う
な
美
し
さ
を
発
揮
す

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
金
魚
の
周
り
を
ぼ
や
っ

と
白
く
残
し
、
光
っ
て
い
る
よ
う
な
美
し
さ
を

表
現
し
ま
し
た
。

　

私
の
作
品
か
ら
、
金
魚
の
魅
力
を
存
分
に
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

特
別
賞
　
白
山
市
長
賞

「
追
想
」

内
灘
中
学
校
2
年　

矢
花　

羽
子

　

私
は
、
今
回
の
絵
で
輪

島
市
の
千
枚
田
を
描
き
ま

し
た
。
特
別
賞
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
大
変
驚
き

と
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
夏
に
輪
島
を
訪
れ

た
際
、
偶
然
千
枚
田
を
見
か
け
た
こ
と
が
こ
の

絵
を
描
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
千
枚
田

は
地
震
以
前
に
見
た
状
態
と
は
か
け
離
れ
て
い

ま
し
た
が
、
地
震
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
美

し
く
、
自
然
の
力
強
さ
を
持
ち
合
わ
せ
て
お

り
、
わ
た
し
は
そ
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
ん
な
千
枚
田
に
魅
了
さ
れ
、

自
分
の
絵
で
表
現
し
た
い
と
思
い
、
細
部
ま
で

こ
だ
わ
っ
て
時
間
を
か
け
て
描
き
ま
し
た
。
描

き
進
め
て
い
く
と
、
ど
ん
ど
ん
千
枚
田
の
美
し

さ
が
表
現
さ
れ
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
奥
に
空
、
海
、
山
、
真
ん
中
に
は
棚

田
、
手
前
に
看
板
と
草
と
、
と
て
も
遠
近
感
が

感
じ
ら
れ
た
た
め
そ
こ
を
表
現
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
こ
の
絵
を
描
い
て
、
自
然
を
描
く
こ
と

の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
楽
し
さ
を

忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
作
品
づ
く
り
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
別
賞
　
白
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
ギ
フ
ト
」

浜
小
学
校
6
年　

杉
森　

緒
美

　

こ
れ
は
私
の
一
年
間
の

学
校
生
活
の
想
い
が
つ

ま
っ
た
作
品
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
描

き
は
じ
め
の
こ
ろ
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
け
ん

か
し
、
そ
の
事
へ
の
怒
り
が
黒
や
灰
色
の
花
に

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
作
品

も
う
ま
く
描
く
こ
と
が
で
き
ず
途
中
こ
の
絵
を

描
く
こ
と
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
悩
み
に
も
真
剣
に
む
き
あ
っ
て
き
い

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
ク
ラ
ス
で
色
々
な
役
割
を

い
た
だ
き
、
自
分
達
で
あ
そ
び
を
企
画
し
楽
し

む
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
運
動
会
で
は
組
体

操
で
一
体
感
を
表
現
す
る
経
験
が
で
き
、
み
ん

な
で
や
り
と
げ
る
満
足
感
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
経
験
を
オ
レ
ン
ジ
や
赤
色
の
花
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
の
想
い
を
家
族

や
先
生
、
友
達
な
ど
に
気
持
ち
を
込
め
て
ギ
フ

ト
と
し
て
送
り
ま
す
。

　

色
々
あ
っ
た
一
年
で
し
た
が
、
か
わ
り
に
白

山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
と
い
う
す
ば
ら
し

い
ギ
フ
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「希望の華」

「闇中の宝石」

「追想」

「ギフト」
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▼
企
画
展（
所
蔵
作
品
テ
ー
マ
展
）

春
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
　
画
と
額
縁

�

―
響
き
合
う
デ
ザ
イ
ン
―
」

会
期
：
3
月
4
日（
火
）～
6
月
1
日（
日
）

夏
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
　
画
を
か
く
こ
と
は

�

生
き
る
こ
と
―〈
向
日
葵
〉を
中
心
に
―
」

会
期
：
6
月
4
日（
水
）～
8
月
31
日（
日
）

秋
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
の
陶
芸
―
茶
道
具
の
魅
力
―
」

会
期
：
9
月
6
日（
土
）～
11
月
30
日（
日
）

冬
季
テ
ー
マ
展「
中
川
一
政
の
画
と
書
―
生
き
た
線
の
力
―
」

会
期
：
12
月
3
日（
水
）～
令
和
8
年
3
月
1
日（
日
）

▼
第
31
回 

中
川
一
政
記
念
絵
画
公
募
展

対　
　

象
：
石
川
県
内
の
小
中
学
生

テ
ー
マ
：
自
由（
花
・
風
景
・
動
物
・
家
族
な
ど
）

募
集
期
間
：
8
月
中
旬
～
11
月
16
日（
日
）

作
品
展
：�

1
月
15
日（
木
）～
1
月
25
日（
日
）

市
民
工
房
う
る
わ
し

表
彰
式
：
1
月
17
日（
土
）／
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

献
花
台
設
置
期
間
：
令
和
8
年
2
月
5
日
～
15
日

美
術
館
句
会　
日
時
：
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
で
調
整
中

バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト　
日
時
：
2
月
14
日（
土
）

▼
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

中
川
一
政
文
集
を
読
む

日
時
：�

6
月
21
日（
土
）、8
月
16
日（
土
）、

10
月
18
日（
土
）、12
月
20
日（
土
）、

8
年
2
月
21
日（
土
）11
時
～

令
和
7（
2
0
2
5
）年
度

�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※�

都
合
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

�
最
新
情
報
を
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
電
話
等
で
確
認
の�

う
え
来
館
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
体
験
」

日
時
：
7
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）全
日

対
象
：
小
学
4
年
生
～
中
学
生
／
定
員
：
各
10
人
程
度

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

日
時
：
10
月
19
日（
日
）午
後
、20
日（
月
・
休
館
日
）午
前

対
象
：
0
歳
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
家
族
／
要
申
し
込
み

講
師
：�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
協
会

触
っ
て
み
る
鑑
賞
会
＆
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
：
秋
季
テ
ー
マ
展
期
間
中
で
調
整
中

▼
対
話
型
鑑
賞
の
ス
ス
メ

未
就
学
児
か
ら
児
童
生
徒
を
対
象
に
、対
話
型
の
鑑

賞
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。解
説
を
聞
く
の
で
は
な

く
、子
供
た
ち
の
主
体
的
な
発
言
と
対
話
か
ら
鑑
賞
を

深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

特　
典　

�

入
館
料
フ
リ
ー（
特
別
展
は
別
途
必
要
）、企
画

展
ほ
か
各
種
催
し
案
内
、別
館
喫
茶
室
優
待
、

館
報
の
送
付
等

年
会
費　

�
一
般　

１
０
０
０
円
、高
校
生　

５
０
０
円

期　
間　
令
和
7
年
4
月
1
日
～
令
和
8
年
3
月
31
日

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

及
び
年
末
年
始（
12
／
29
～
1
／
3
）

入
館
料　

�

一　

般　

２
０
０（
１
０
０
）円

高
校
生　

１
０
０（
 
５
０
）円

※
特
別
展
は
別
途
設
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
で
す
。

※�

毎
月
第
３
日
曜
日（
家
庭
の
日
）は
、市
民
の
入
館
が
無
料
で
す
。

令
和
7
年
度 

友
の
会 

会
員
募
集

利
用
案
内

題
字
揮
毫　

中
川
一
政
（
提
供　

北
國
新
聞
社
）

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

館
報

独
行
道 

第
三
十
三
号

　

発
行　

２
０
２
５（
令
和
７
）年
３
月

　

編
集　

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館

　
　
　
　

〒
924
―
0888　

石
川
県
白
山
市
旭
町
61
番
地
1

　
　
　
　

電
話
／
FAX　

0
7
6（
2
7
5
）7
5
3
2

東京
大阪

白山市立松任
中川一政記念美術館

真鶴町立
中川一政美術館

8
倉光

博物館 松任城址公園

立体P P千代女の里
俳句館

◆周辺の地図

［
交
通
ア
ク
セ
ス
の
ご
案
内
］

電　

車
：
I
R
い
し
か
わ
鉄
道
松
任
駅
下
車（
南
口
）徒
歩
１
分

松
任
駅
へ
は
普
通
列
車
で
金
沢
駅
か
ら
約
10
分
、
小
松
駅
か
ら
約
20
分

東
京
方
面 

北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

大
阪
方
面 

特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
・
北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

名
古
屋
方
面 

特
急
し
ら
さ
ぎ
・
北
陸
新
幹
線
利
用 

約
３
時
間

飛
行
機
：
小
松
空
港
か
ら
車
で
松
任
方
面
へ
約
40
分

バ　

ス
：
北
鉄
バ
ス
松
任
停
留
所
下
車
、
松
任
駅
方
向
へ
徒
歩
３
分

車　
　

：
北
陸
自
動
車
道 

白
山
Ｉ
Ｃ
よ
り
白
山
市
街
・
松
任
駅
方
向
へ
約
10
分

駐
車
場
：
無
料
駐
車
場
８
台

先
日
、
書
類
を
探
し
に
書
庫
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
1
冊
の
古

い
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
発
見
し
、
い
そ
い
そ
と
事
務
所
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
昭
和
61
年
、
当
館
開
館
当
時
の
地
元
紙
の
記
事
を

集
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
、
そ
の
記
事
の
多
さ
に
、
地
元

の
皆
さ
ん
が
当
館
に
寄
せ
る
期
待
が
高
か
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
前
の
中
川
画
伯
が
当
館
を
訪
れ
た
際
の
記
事
も
多

く
、
館
内
を
歩
い
た
り
、
当
時
の
市
長
さ
ん
方
と
談
笑
す
る
画

伯
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、
今
に
も
ひ
ょ
っ
こ
り
と
、
画
伯
が

顔
を
出
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

後
　
記

八


